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概要
低蛋白投与マウスにおける小形条虫再感染の影榔を検討した。再感染により宿主摂食駄は減少せず，体重増
加も摂食拭にみあったものであった。宿主臓器重駄は左腎臓が感染 7日目で対照に比し有意に軽く (P < 0.05), 
体重あたりでも同様であった (P< 0.01)。宿主血糖値は感染14日目をのぞいて対照より低値であ った。その他
の血液成分は14日目のヘモグロビン，28日目のヘマトクリッ ト値を除いて変化はなかった。宿主血漿遊離アミ
ノ酸濃度は ， 必須ア•ミノ酸，非必須アミノ酸の総計では， 非必須アミノ酸濃度の祓少がみられた 。 個々のアミ
ノ酸では実験群で7日且 14日目のスレオニン ，14日目のグルタミン酸が有意に高値を示し (P<0.001),7 
日目のアスパラギン酸 (P<0.001),21日目のアラニンが有意に低値を示した (P< 0.05)。宿主体組成は，
感染 7日目の粗脂肪％が対照に比して有意に高い値を示した (P< 0.05)。
緒 言
わが国における寄生虫症は，こ の数十年の間








ること は意義がある。 そこ で前回の初感染実験




のものを， 8時か ら20時ま で点燈し た部屋で対
照群 （非感染） と実験群 （惑染） とに分け，各
ゲージ 5匹，計80匹飼育した。飼育は蛋白源と
してカゼインを用い，6% カゼイン食を調整 し，
水と 3:2の割合で混合 した後，団子状にし て与
えた。水は自由摂水 とし た。体重は毎朝一定時
間に測定 した。食餌は毎朝交換 し， 105℃,24時
間乾燥後，摂食呈 を求めた。感染は虫卵浮遊液
0.1ml中に小形条虫卵100個含有の生理食塩水
0.1mlを胃ゾン デを用いて投与 し3)，そ の 2週間
後 に再び100個の虫卵を投与した。 その後 7,14, 
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(g/dl)に対し実験群が 15.5土0.75 (g/dl), 28 
日目のヘマトクリット値が対照群 43.1士1.8
（％） に対し実験群 45.8土1.8(％）と 有意に




















(Lean Body Mass)あたりでみる と差はなかっ
た。粗脂肪％は感染 7日目で対照群 8.2土2.4








マウス匹数 摂食旦l) 摂食屈 I) 体重増加量4)
期間 （匹） (g／日） (g／日／匹） (g) 
（日） 対照群 実験群 対照群 実験群 対照群 実験群 対照群 実験群
6 8 10 46.2 48.3 4.6 4.8 1.9士0.9” 2.9士1.3
13 10 10 48.6 49.5 4.9 5.0 6.0士1.3 6.5士1.2
20 10 10 46. 7 43.0 4 7 4 3 6.5士1.5 6.4士29 
27 7 10 45.6 48.3 4.6 4 8 7. 7土2.7 7.7士2.1
1)各ゲージでの平均1直， 2)各ゲージ中マ ウス匹数で除した1直3) 数値は平均士標準偏差
4)体重増加盤は各実験期間最終日体重から第 1日目の体重を差しひいたもの
低蛋臼食投与マウスにおける小形条虫再惑染の影響 9 


























(g) (mg) (R)'' (L)31 
（日）
対照群 実験群 対照群 実験群 対照群 実験群 対照群 実験群
6 1.34士0.2011 1.30士0.25 97士31 110土9 217士46 204士27 273士41 225土2741
13 1.25土0.12 1.28士0.16 96士20 123士37 213士23 235土26 258士33 283士28
20 
27 1.20士012 1.13士0.10 83土12 96土12''221士22 216土38 244士19 234士37
1 30土0.13 1.16士0.06 89士14 90士17 225士30 242士31 259士34 261土31
1)数値は平均士標準偏差，2)右腎臓，3)左腎腺，4)対照に対して 5%で有意 (P< 0.05) 
表 3 低蛋白食投与マウスの血液性状に対する小形条虫再感染の影響
感染
TP1' Alb2) Hb" Ht●) 
日数 (g/dl) (g/dl) (g/dl) （％） 
(B) 対照群 実験群 対照群 実験群 対照群 実験群 対照群 実験群
6 5.3士0.16" 5.4士0.21 3.7土009 3. 7士0.13 13.8士0.53 14.4土0.75 44.0土1.78 44.9士1.85 
13 5.6土0.24 5.5士0.14 3.8士0.15 3.7士0.13 14.3士0.72 15.5士0.7561 44.4士1.76 45.1士0.56
20 5 5士0.20 5 5士0.27 3.6土0.17 3.5士0.1 14.5士0.70 14.3士0.68 44.6士2.38 44.6士0.58
27 5. 5士017 5.5土0.13 3. 7士0.16 3.7士0.15 14 0士0.57 14 7士1.26 43.1土1.83 45.8士0.58'1
I) Total・ protein, 2) Albumin, 3) Hemoglobin, 4) Hematocrit 
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表 5 低蛋白食投与マウスの血漿遊離アミ ノ酸濃度への小形条虫再感染の影響
6日 13日 21日 28日
対照群 実験群 対照群 実験群 対照群 実験群 対照群 実験群
(6)※ (8) (8) (8) (4) (3) (5) (10) 
必須アミノ 酸
ILe 194士44" 175士39 170士16 164士21 167士40 196士36 126士23 164士26
Leu 274土70 266士67 231土22 238士28 244士70 274土56 227士26 234士45
Val 397士96 314士75 335土45 317士25 318士67 340土47 308士56 317士49
Lys 494士71 435士99 568土157 587士212 658士90 584土50 650士12 483土93
Met 66士18 82士41 74土14 74士8 75土3 73土13 96士21 72士28
Phe 124士18 119士20 123土27 106士42 125士28 126士10 106士17 112土18
Thr 274土41 407士8021 369士88 571士7831 536士72 536土42 534士66 495士55
Arg 99士50 84士51 152士42 146士46 204士30 199土14 192士24 164士40
H,s 80士23 73士16 81士17 94士24 103士26 88士28 120士27 97士21
小計 2004士307 1956土398 2103士338 2314士296 2431士377 2416士237 2359士284 2138士282
非必須アミ ノ酸
Ser 181士40 193士39 245士58 292士69 288士33 253士13 301土66 211士33
Glu 239士41 273士50 225土28 304士38" 280士38 322土48 310士85 256士32
Gly 276士52 257士37 344土96 339士41 341士74 305士19 276士72 287士49
Ala 380土139 346士107 453土129 521士152 542士85 396士16" 680士262 398士71
Asp 31士4 20士431 27土6 14士2 16土8 14土4 21士5 12士2
Tyr 144士31 115土22 146士41 156士24 183士15 134土25 153士41 125士41
Pro 155士17 152士33 178土19 196士16 181士10 181士4 165士35 160士16
小計 1407士252 1358士237 1619土307 1823士255 1834士156 1609土84 1919士470 1450士206
総計 3410士526 3188士658 3722士623 4137士423 4265士277 4025土297 4278士716 3588士470
E/N" 1.43士015 1.45士0.19 1.31土0.12 1.29士0.24 1.36士030 1. 50土0.12 1 27士0.22 1.48士0.11
1)数値は平均土標準偏差 (μmoles/I), 2)対照に比し01％で有意 (P< 0,001) ※（ ）内は例数
3)対照に比し 1％で有意 (P< 0 01), 4)対照に比し 5％で有意 (P< 0.05) 
5)必須アミ ノ酸／非必須ア ミノ 酸
表 6 低蛋白食投与マウスの体組成に対する小形条虫再感染の影響
感染
カーカス重歴 Water Prote tn Fat L.B.M" 
日数 (g) (%）21 (%)" (%)" （％） 
（日） 対照群 実験群 対照群 実験群 対照群 実験群 対照群 実験群 対照群 実験群
6 19.8士0.8"20 0土1.3 67.8士］7 65.3土1.4"16 7土1.2 17 0土］．2 8.2士24 1.0土2.0"74 4士1.6 73 4土0.5 
13 23.8土2.0 24.3土1.8 63.9士2.9 63 9土2.7 16 1土13 16 4土1.8 12.8士3.1 14 1土3.3 73 3土1.8 74.4士0.6
20 25 7士3.3 24.5土2.9 64.6士1.7 63.1土4.8 16.3士2.1 17.0土1.5 12.2士2.9 13.4士5.5 73.6土2.7 72.8士］3 
27 26.8士15 25.9士2.2 61.6士2.3 62 6土3.4 16.9士15 15.7士2.0 14.6士3.0 14.3士4.7 71.7士23 73.1士06 
1)数値は平均土標準偏差， 2)カーカス湿重屈当たりの％， 3)対照に対して危険率 1％で有意 (P< 0.01) 
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